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（２）外部評価員による実証講座の点検・評価

宮崎　則男（公益社団法人日本介護福祉士会）

１）介護福祉士の専門性

「介護福祉士の専門性」と言われることはよくあるが、その内容について日本介護福祉士

会では、平成２６年度、研修委員会において都道府県介護福祉士会からの意見をもとに「介

護福祉士の専門性」を明文化することにした。

介護は生活全般の関わる広範囲な仕事である。ところが、多くの人は「介護」というと、

おむつを交換するなどの排せつ介助やベッドから起こすなどの移乗介助、暑い浴室の中で

行う入浴介助などをイメージしていると思う。しかし、介護福祉士が行っているのは、こ

れらの介助を含めた生活全般について、観察などから情報収集して、それらを統合・分析

し、どのような課題、ニーズがあるのか発見したうえで、ＱＯＬを高めるための介護方法

を見出していくことである。実際にその利用者に最適な介護を実践し、目的達成するため

には、介護職の指導や教育も必要であり、関係職種との連携や様々な場面での環境の整備

も求められる。これらができるのは介護職として守るべき倫理や介護実践の原則をよく理

解し、介護という仕事のなかで守り、実行できるという前提がある。図表で示すと以下の

通りになる。

2

1 

3 
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出所：「介護福祉士の専門性」公益社団法人日本介護福祉士会ホームページ
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２）アドバンスレベルの介護職が獲得する実践力と期待される役割

アドバンスレベルの受講生は、居住・施設系サービスを問わず、多様な利用者・生活環境、

サービス提供形態等に対応して、より質の高い介護実践や介護サービスマネジメント、介

護と医療の連携強化、地域包括ケアシステム等に対応するための考え方や知識、技術等を

修得する必要がある。介護職として能力や知識に幅のあるメンバーをチームとしてとりま

とめ、サービスの質の改善のための教育・指導等の育成に取り組むことが重要になってくる。

介護福祉士であれば獲得しておかなければならない領域であり、アドバンスレベルプログ

ラム修了によって、下記の実践力を養うことが期待される。

①　介護過程の展開による根拠に基づいた介護実践　

　・どのような利用者に対しても、最善の個別ケアの提供ができる

　・認知症の方を理解し、ＢＰＳＤを軽減させることができる

　・心理的ケア、人生の最終段階における支援が実践できる

②　指導・育成、サービスのマネジメントを行う力を養う

　・  介護職チームの管理運用を行い、介護サービスマネジメントや人材育成に責任を持

つことができる

　・  介護過程に利用者や家族のニーズを反映されるように助言を行うことができる

　・介護の根拠を説明し、指導するとともに内省を習慣づけることができる

③　多職種とそのチームと連携・協働する力

　・  多職種からの情報や助言を適切に理解し、介護職チームで共有し、適切な介護に結

びつけることができる

　・  利用者の日ごろの生活状況とそれを踏まえた介護の実践内容を、理論立てて多職種

に伝えることができる

　・  利用者の状態像の変化に気づき、その状態を適切に多職種に伝え、連携を図ることで、

利用者の状態像の変化を最小限に止めることができる

３）アドバンスレベルプログラムの評価について

受講生の振り返りワークの回答から、よかった点として「グループワークが多く考える

時間があった」「介護年数が長いモチベーションが高い人達と話し合いができ問題解決に向

けて話し合えた」「根拠に基づいたケアの大切さがわかった」があげられた。また、改善案

として「一つひとつのワークにかけられる時間を増やしてほしい」「１日目の講義後に施設

で働いて、実際に行ったことを２日目にグループでフィードバックした方が良い」と意見

があった。委員・オブザーバーからは、「研修で学んだ知識により、会議で多職種の意見が

理解できるようになったり、職場の課題に気づくことができるようになってほしい」と意

見があった。

より効果的に実践に則した研修成果に導くためには、自職場の課題についての事前・事

後課題を日常業務に直結した内容で策定されると、更に効果的に課題に取り組むことがで

きるのではないだろうか。研修日程がタイトであり、演習の目的や視点を受講生と十分に

時間をとり共有することで、研修効果を高めることができる。事例を用いた演習では、受

講生の意識が変化をしていたが、事前・事後課題で更に理解を深めることができる。事例

を用いた演習をどのタイミングで実施するのか、研修の全体像をふまえ、検討が必要である。

研修参加者の属性や理解度到達度が様々であり、研修への取り組みに温度差があり、アド
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バンスレベル像を明確にすることによって、更に参加者の目的意識の向上に繋がっていく

ことになる。

４）魅力ある介護福祉のために

いつの時代にあっても、人は老い、心身の障害を担って生きている。そして人はどのよ

うな状況下にあっても、それらを克服して幸せな生活・人生を求めている。しかし社会構造、

家族構成の変化に伴って、いわゆる自助、共助の生活が困難になったときに、社会は国民

の幸せを保障するうえで、法律をもって公助による社会保障制度を設け、そして社会は質

の高い介護サービスを求めている。これが介護福祉の原点である。介護には入浴や排せつ、

食事の介助といった「介護の技術」が伴い、技術は知識や実践のなかで教え伝えられるこ

とになる。しかし、知識や技術があれば介護ができるわけでなく、介護サービスを提供す

る側には裏づけとして利用者の悩みや苦しみを理解して尊重する気持ちと説明できる根拠

が必要である。アドバンスレベルプログラムでは、人間の価値や人権尊重といった知識を

学び、優れた介護技術を身につけたうえで、受講生同士の様々な出会いのなかで自らを問い、

一生かけて「介護福祉」を考えていくことに気づくことが必要であると考える。
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出所：厚生労働省

いつまでも元気に暮らすために･･･

生活支援・介護予防

住まい

地域包括ケアシステムの姿

※ 地域包括ケアシステムは、おおむね３０分
以内に必要なサービスが提供される日常
生活圏域（具体的には中学校区）を単位と
して想定

■在宅系サービス：
・訪問介護 ・訪問看護 ・通所介護
・小規模多機能型居宅介護
・短期入所生活介護
・24時間対応の訪問サービス
・複合型サービス
（小規模多機能型居宅介護＋訪問看護）等

・自宅
・サービス付き高齢者向け住宅等

相談業務やサービスの
コーディネートを行います。

■施設・居住系サービス
・介護老人福祉施設
・介護老人保健施設
・認知症共同生活介護
・特定施設入所者生活介護

等

日常の医療：
・かかりつけ医、有床診療所
・地域の連携病院
・歯科医療、薬局

老人クラブ・自治会・ボランティア・NPO 等

・地域包括支援センター
・ケアマネジャー

通院・入院
通所・入所

病院：
急性期、回復期、慢性期

病気になったら･･･

医 療 介護が必要になったら･･･

介 護

■介護予防サービス

地域包括ケアシステムの構築について
○ 団塊の世代が７５歳以上となる２０２５年を目途に、重度な要介護状態となっても住み慣れた地域で自分らし
い暮らしを人生の最後まで続けることができるよう、医療・介護・予防・住まい・生活支援が一体的に提供される
地域包括ケアシステムの構築を実現。

○ 今後、認知症高齢者の増加が見込まれることから、認知症高齢者の地域での生活を支えるためにも、地域
包括ケアシステムの構築が重要。

○ 人口が横ばいで７５歳以上人口が急増する大都市部、７５歳以上人口の増加は緩やかだが人口は減少する
町村部等、高齢化の進展状況には大きな地域差。

○ 地域包括ケアシステムは、保険者である市町村や都道府県が、地域の自主性や主体性に基づき、地域の
特性に応じて作り上げていくことが必要。
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第６章　今年度事業の取り組みによる成果と今後の展望
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28 2015 3,392
4 1 2014 605

2006 160

28
62.6% 61.3%

73.1% 70.8%
15.3%

29 11
34,000 115,000 3.0

27 14.7
15 1 41.6 3

34.6
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52.4 52.2%
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5 3
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EQ Emotional Intelligence Quotient
EQ

― 131 ―



Naturally Occurring Retirement Community 
NORC

CCRC Continuity Care Retirement Community

DMAT
DPAT DCAT

2 2

K
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Train the Trainer Training of Trainers

DCAT
BCP
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2016

2017

5

EPA
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2019

EU
Harmonization EU

EU
lifelong learning mobility

EQF 1 8
competency knowledge skills

ECC

KAIGO EU

Testbed
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2014

European Care Certificate ECC (The 
Basic European Social Care Learning Outcomes/BESCLO

2016
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